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Knowledge ComposTer: 知識断片の再活用による継続的な創造活動支援シ
ステム

生田 泰章 ∗　　高島 健太郎 †

概要. ワードプロセッサやプレゼンテーションツールは，創造活動をするうえで欠かせないものとなって
おり，これらのツールを使うことで，多くの人は複数のファイルを日々継続的に創造している．このような
創造活動において，過去に作り出されたファイルの一部（知識断片）が新たな創造活動時に再活用されるこ
とが頻繁に行われている．本稿では，知識断片の再活用を支援することで，継続的な創造活動を支援する
Knowledge ComposTerを提案する．Knowledge ComposTerは，メモの蓄積，思考の整理，プレゼンテー
ションの作成，文書作成をそれぞれ行うことが可能な 4つのサブシステムが相互に連携し，各サブシステ
ムで作られた知識断片を再活用可能なように一元的に蓄積・管理されている．また，各サブシステムで作り
出された知識断片は一度生成されたら漏れなく収集される．さらに，Knowledge ComposTerは知識断片に
対する操作をトラッキング可能なようにログを収集するため，知識断片の生成から活用までの一連のプロ
セスを分析することができる．

1 はじめに
ワードプロセッサやプレゼンテーションツールな

どのいわゆるオフィススイートは，オフィスワーカ
の業務遂行に限らず，学生の課題作成や発表などに
も使用され，多くの人にとって創造活動をする上で
欠かせないものとなっている．人々はこれらのツー
ルを使いこなし，資料作成やプレゼンテーションな
どの創造的な活動を日々継続的に行っている．中で
も，文書やプレゼンテーション資料の創造活動では，
一から目的のファイルが創造されているだけでなく，
製作者が自己または他者が過去に作った文書ファイ
ルやプレゼンテーションファイルの一部（以降，知
識断片と呼ぶ）を再活用して作成するということが
頻繁に行われている [6][7]．本研究では，このよう
な文書およびプレゼンテーションに関わる創造活動
を対象とし，経時的に複数のファイルを創造する行
為を継続的な創造活動と呼ぶ．
従来，これらの創造活動における知識断片の再

活用の現状を支援すべく，過去の異なるファイルで
作り出された知識断片の再活用を支援するシステム
が提案されている [9][11]．また，近年のMicrosoft
PowerPointには，異なるプレゼンテーションファイ
ルに含まれるスライドを再活用可能な機能が実装さ
れている．Googleドキュメントには，Google Keep
で作成されたメモを再活用できる機能が実装されて
おり，実サービスにおいても，過去に創造されたファ
イルに含まれる知識断片をユーザが再活用をするこ
とで，創造活動を支援する機能が実装されている．
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これらの取り組み以外にも，創造活動時の知識断
片の再活用について，検討すべき事項が多く残され
ている．例えば，筆者らはこれまで，創造活動の過
程には試行錯誤のプロセスが存在することに着目し，
文書作成過程で一旦は書き出されたが，最終的に削
除された知識断片（不用知）が，別の文書作成に再
活用可能であるという実験結果を得ている [13]．
これらの結果から，あるファイルの創造活動過程

中に，一旦は構成要素として作成された知識断片が，
その後削除されたかどうかによらず，再活用可能で
あると推察される．しかし，不用知の活用について
は文書以外のファイルの種別で検証が行われていな
い．また，創造活動で再活用される知識断片の特徴
（例えば，生成元となったファイルの内容との関係
や文章量など）について明らかとなっていないこと
が多くあるが，従来，創造活動の種類によって用い
られるメディアは異なるため，異なる種類のファイ
ルで作成された知識断片の再活用について，実態を
把握することは困難であった．
これらの問題を解決すべく，本研究において創造

活動支援システム Knowledge ComposTerを提案
する．Knowledge ComposTerは 3つの特徴を有す
る．一つ目は，創造活動の種類に応じたメディアが
複数連携して構成されている．本稿では，メモの蓄
積，思考の整理，プレゼンテーション作成，文書作
成が可能なように，複数のサブシステムが連携して
いる．二つ目は，各創造活動で生成された知識断片
をすべて蓄積し，別の創造活動時に活用可能に構成
している．三つ目はユーザが知識断片に対して行っ
た操作をログとして記録可能に構成している．これ
らの特徴を有することで，異なる創造活動間で生成
された知識断片を活用することができ，かつ，操作
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ログが記録されることで，これまで実態を把握する
ことが困難であった，知識断片の生成から活用まで
の一連のプロセスを分析することが可能となる．

2 関連研究
2.1 ファイルの再活用状況の調査
文書ファイルやプレゼンテーションファイルの創

造活動時において，別ファイルの一部が再活用され
ることが調査によって明らかになっている．Mejova
ら [7]は，企業内におけるプレゼンテーションの再活
用に関する調査を多角的に行っている.自己や他者
のプレゼンテーションが再活用されることを明らか
にしたうえで，プレゼンテーション中の何が再活用
されるかや，再活用を妨げる要因等の調査を行った．
この調査では，プレゼンテーション中のどのパーツ
が再活用されるかについて調査を行っているが，プ
レゼンテーションと異なるファイルへの再活用につ
いては対象外である．Jensenら [6]は，9人の実験
参加者について，平均 8.6週間でMicrosoft Office
製品をどのように使ったかを調査し，異なるアプリ
ケーション間で情報がやり取りされていることを明
らかにした．文献 [6]では，各Office製品のファイ
ルに対する操作をトレース可能な TaskTracerとい
うシステムを導入することで，異なる製品間での情
報のやり取りをトレースしているが，やり取りされ
る情報が何であったかの詳細は分析できていない．
本研究では，異なるファイル間における知識断片の
再活用をより詳細にトラッキングできるようにシス
テムの設計・実装を行う．

2.2 ファイルの再活用によって創造活動を支援す
るシステム

創造活動の過程で，別のファイルの内容を再活
用する支援によって，創造活動を支援するための取
り組みがいくつかある [3][9][10][11]．文献 [3]では，
新たな文書作成のために，過去の文書を断片化し
ている．ALOCOMフレームワーク [11]は，文書，
SCORM，プレゼンテーション作成のために，過去の
これらの成果物を断片化している．プレゼンテーショ
ンの再活用の機能としては，Microsoft PowerPoint
のスライド再利用機能や，ConRep[9]がある.これ
らは，すでに完成しているファイルを断片化して同
種のファイルの創造活動時に再活用を促すシステム
である．Scraps[10]は，文書作成のために別の文脈
で作成された画像付きメモを再活用する仕組みを
提案し，Googleドキュメントは，あらかじめ蓄積
された Google Keepのメモ書きをインポートする
ことができ，文書作成の意図の有無を問わず作成さ
れたメモを，文書作成に再活用する機能である．ま
た，Microsoft PowerPointには，Microsoft Word
で作成したアウトラインをインポートする機能も存

在する．これは，プレゼンテーションの作成のため
に，Wordで作成したアウトラインを活用する機能
である．
本研究では，これらの研究を包含すべく，システ

ムの設計・実装を行う．つまり，本研究では，上記
のシステム同様，ファイル作成時に異なる種類・内
容のファイルで生成された知識断片を余すことなく
活用可能な要件を検討する．

2.3 不用知の活用に関する研究
文献 [13][14]では，文書作成時において，一旦は

成果物の候補になったが，最終的には不採用となっ
て削除された文章の活用可能性が検討された.その
結果，たとえあるファイルの創造活動時で不採用に
なった知識断片（不用知）であっても，別のファイ
ルの創造活動時には再活用できることが示唆された.
この不用知は，2.1節，2.2節のどの従来研究におい
ても見過ごされてきており，再活用の実態を把握す
ることができれば，不用知を新たな知的資源とする
ことができる．しかしながら，文献 [13][14]で提案
の Text ComposTerは，単一文書で作成された不
用知を収集する機能は存在するが，別文書作成時に
活用する機能はなく，より包括的に再活用の実態を
把握するためには，不用知を含む知識断片を複数文
書間で再活用可能なシステムが必要となる．そのた
め，本研究では，不用知を積極的に収集し，再活用
可能とするように，一旦生成された知識断片を全て
蓄積し，ユーザが後に再活用可能なようにシステム
の設計・実装を行う．

3 Knowledge ComposTer

3.1 設計方針
本節では，提案システムであるKnowledge Com-

posTerを実装するにあたり，複数種のファイルの創
造活動時に知識断片を漏れなく収集し，異なるファ
イルの創造活動時に過去に創造された知識断片を再
活用可能となるようなシステムの設計について検討
を行う．
まず，創造活動時に，その種類に応じて適切なメ

ディアを用意し，創造活動を行う者の思考の外在化
を支援することで，より多くの知識断片を収集する
ことができ，後の新たな創造活動時に再活用されや
すくなる．そのため，提案システムは，複数のメディ
アによって外在化を支援し，各メディアで作られた
知識断片を収集するというアプローチをとる．また，
本研究では，知識断片の構造化の度合いに応じた次
の 3つの創造活動に焦点を当て，それぞれに適した
メディアを連携させる．
(1) 文書・プレゼンテーションの創造活動
(2) 思考の整理
(3) アイデアや思考の外在化
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(a) ポータル
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(b) ホワイトボード
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(c) プレゼンテーション
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(d) ドキュメント

図 1: Knowledge ComposTerスクリーンショット

(1)文書・プレゼンテーションの創造活動は，文
書またはプレゼンテーションの規定のフォーマット
に従うように，知識断片の創造・加工・整形等を行
う創造活動である．本稿では，中小路ら [12]のアプ
ローチによってメディアを構築する．つまり，これ
らの創造活動においては，文書やプレゼンテーショ
ンファイルを様々な粒度の一塊からなる知識断片で
構成されているとみなし，ユーザが一塊ごとに編集，
再編集したり，順序や全体の置き場所を直感的に操
作可能なメディアとする．
(2)思考の整理は，個人が自己のメンタルワール

ド内にある思考を知識断片として外在化し，外在化
された知識断片の関係性を見出すことによって思考
を整理することを指す．(1)の文書・プレゼンテー
ションの構造化とは異なり，所定のフォーマットに
従うように知識断片を整形する必要はない．むしろ，
知識断片間の関係を自由に表現できるメディアが望
ましい．この思考の整理においては，従来，デジタル
ノートやマインドマップ，アイデアプロセッサ，KJ
法支援システム [15]など，知識断片を二次元空間上
に自由配置可能なツールがメディアとして用いられ

てきた．本研究も，これらに従う．
(3)アイデアや思考の外在化は，特段の構造化を

意図しない，個人のメンタルワールド内にある思考
の外在化を指す．ブレインストーミングのようなア
イデア創造を意図した活動であってもいいし，ふと
思いついた散発的な思考の外在化であってもいい．
この創造活動においては，知識断片間に関係を見出
さないインタフェースが用いられてきた．例えば，
メモアプリや To Doリストような一覧表示可能な
インタフェースである．本研究も，これに従う．
また，上記の各創造活動において知識断片を削除

する操作が行われると，収集する知識断片に漏れが
出てしまう．そこで，本研究では，(1)-(3)の創造活
動で一旦外在化された知識断片を全て収集するとい
うアプローチをとる．知識断片に対する各種の操作
（編集・分割・統合等）についても，操作前の知識断
片とは別の知識断片とすることで，より包括的に知
識断片を収集する．
次に，創造活動時に行なわれる知識断片の活用

方法について検討する．収集された知識断片の蓄積
場所が，生成元のファイル別に管理されていたとき
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に，再活用したい知識断片を含むファイルを見つけ
出す必要がある．しかしながら，多くのファイルが
生成された場合，情報の断片化 [4]が生じ，再活用
したい内容を見つけ出すのは非常に困難となる．そ
こで，本研究では，Content Reuseにおける Single
Sourcing[1][2]に倣い，共通の知識断片の保存領域
（以下，共通リソース）に一元的に蓄積・管理するア
プローチをとる．また，創造活動時に，共通リソー
スに蓄積された知識断片を参照可能に構成すること
で，再活用を促進するアプローチを採用する．
以上の設計方針で Knowledge ComposTerの実

装を行うことで，知識断片を漏れなく収集し，収集
した知識断片を創造活動時に活用可能にすることを
目指す．

3.2 システムの概要
Knowledge ComposTerは，テキスト，手書き画

像，ファイルシステムからインポートした画像を，
知識断片として生成・蓄積し，これらを組み合わせ
ることで，二次元空間への配置を可能にし，さらに
プレゼンテーションおよび文書を作成可能なシステ
ムである（図 1）．本研究においては，Knowledge
ComposTerは，Electronを用いたデスクトップア
プリケーションとして構成した．また，ユーザが作成
した知識断片のデータと，知識断片やファイルに対す
る操作ログとが，グラフデータベースであるNeo4j
に蓄積されるように実装した（3.4節参照）．

Knowledge ComposTerは，ポータル，ホワイト
ボード，プレゼンテーション，ドキュメントの 4つの
サブシステムが相互に連携して構成されている (図
2)．ポータルサブシステム（図 1a）では，テキスト，
手書き画像，画像の入力・蓄積をすることができ，
付箋状の知識断片を一覧することができる．3.1節
における，(3)アイデアと思考の外在化のためのメ
ディアに相当する．また，本研究では，ポータルを
共通リソースとしても機能させるように実装した．
すなわち，ホワイトボード，プレゼンテーション，ド
キュメントで作成・編集された知識断片が全て表示
される．また，ポータルは，ホワイトボード，プレ
ゼンテーション，ドキュメントで作成された各ファ
イルを一覧，移動することができる．
ホワイトボードサブシステム（図 1b）では，付箋

状の知識断片を生成し，それらを二次元平面上に自
由配置，グルーピングすることができる．3.1節に
おける (2)思考の整理のためのメディアに相当する．
ユーザはホワイトボードを用いることで，思考を外
在化し，それらを空間上に配するインタラクション
を行うことで，思考の整理を行うことができる．
プレゼンテーションサブシステム（図 1c）では，

プレゼンテーションファイルの構成要素として知識
断片を生成し，スライド内に配置し，そのスライド
を線形に並べることが可能である．つまり，プレゼ
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図 2: Knowledge ComposTer の各サブシステム間の
関係（黒矢印はサブシステムの遷移，赤矢印は
知識断片の流れ）
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図 3: ホワイトボードサブシステムでのインポート画
面の表示

ンテーションサブシステムは，複数の知識断片をプ
レゼンテーションのフォーマットに整形し，プレゼン
テーションファイルを作成することを支援するメディ
アであり，3.1節の (1)文書・プレゼンテーションの
創造活動のためのメディアに相当する．なお，本稿で
は，作成したプレゼンテーションファイルについて，
スライドショー機能を用いることで，プレゼンテー
ションを行うことができるような実装（Reveal.jsを
利用）を行った．
ドキュメントサブシステム（図 1d）では，文書

ファイルの構成要素として知識断片を生成し，ペー
ジ内に配置し，そのページを線形に配置することで
文書ファイルを作成することができる．本研究では，
知識断片を配置可能な複数のセクションをページ内
に配置し，そのセクション間で知識断片を移動させ
るようにドキュメントサブシステム構成することで，
ナレッジインタラクション [12]を実現可能にしてい
る．プレゼンテーションサブシステム同様，ドキュメ
ントサブシステムは，複数の知識断片を文書のフォー
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(a) テキストの知識断片に対する編集操作のログ (b) 知識断片のファイルへの所属を表すログ

図 4: 操作ログを表すグラフ
マットに整形し，文書作成を支援することを可能に
するメディアであり，3.1節の (1)文書・プレゼン
テーションの創造活動のためのメディアに相当する．
また，Knowledge ComposTerは，知識断片を扱

う中小路の ART#001[8] や Text ComposTer[14]
と同様に，生成された知識断片の編集，分割，統合
する機能を，各サブシステム共通で備えており，各
作業空間における創造活動を支援している．ここで，
ホワイトボード，プレゼンテーション，ドキュメン
トの各サブシステム内の知識断片は削除可能である
が，ポータルは上述のように共通リソースとして機
能させているため，知識断片を削除できないように
構成している．

3.3 サブシステム間の連携
Knowledge ComposTer は，図 2 に記載のよう

に，対応するサブシステム間で連携し，知識断片を
相互にやり取りすることを可能にしている．
ポータルサブシステムは，ホワイトボード，プレ

ゼンテーション，ドキュメントの各サブシステムと連
携している．ポータルサブシステムにおいて，ユー
ザは知識断片を複数選択した状態で（図 1a参照），
各サブシステムに移動することができる．この移動
によって，ポータルで選択された複数の付箋をもと
に，新たなホワイトボード，プレゼンテーション，文
書の作成が可能になる．また，ホワイトボード，プ
レゼンテーション，ドキュメントの各サブシステム
は，インポート画面を重畳表示可能である（図 3）．
インポート画面には，ポータル内の知識断片のうち，
表示元のサブシステムに配置されていない全ての知
識断片が表示されている．ユーザは，インポート画
面内のインポートボタンによって，ポータル内の知
識断片を再活用することが可能となる．また，上述
のように，ホワイトボード，プレゼンテーション，ド
キュメントの各サブシステムでは，新たに生成され
た知識断片は全て，共通リソースとして機能してい
るポータルサブシステムに蓄積される．
Knowledge ComposTerでは，ホワイトボードサ

ブシステムで二次元配置された知識断片を，プレゼ
ンテーションサブシステム，ドキュメントサブシス
テムそれぞれに移行させることができる．また，プ

レゼンテーションサブシステム，ドキュメントサブ
システムからそれぞれ，ホワイトボードサブシステ
ムに移行させることができる．現段階では，ホワイ
トボード内のグループが，プレゼンテーションにお
けるスライドに，ドキュメントにおけるセクション
に相当するように移行させている．

3.4 操作ログの記録
Knowledge ComposTerは，知識断片に対する操

作のログをグラフデータとして記録している．具体
的には，知識断片，ファイル，グループ，スライド，
ページ，セクションをノードとし，知識断片と知識
断片を含むその他のノードとの関係をエッジとして
表現している（図 4）．図 4(a)は，テキストの知識
断片が複数回にわたって編集操作が行われたログの
例であり，「テスト」という文字列から「Mergeテ
ストです」という文字列に知識断片が編集された過
程が示されている．具体的には，一番左側のノード
が起点となり，一度内容が編集（EDIT）され，そ
の後，2つの知識断片に分割（SPLIT）されている．
そして，分割された一方の知識断片と別の知識断片
とが，一つに統合（MERGE）される．
図 4(b)は，ホワイトボードファイルとプレゼン

テーションファイル内にある知識断片の関係を表し
たグラフである．この例では，ホワイトボードに 3
つの知識断片が所属しており，そのうち一つがプレ
ゼンテーションにも所属していることを表している．
つまり，このグラフからは，プレゼンテーション（ま
たはホワイトボード）で生成された知識断片がホワ
イトボード（またはプレゼンテーション）で再活用さ
れたことが分かる．実際は，各知識断片のノードに
は，複数のプロパティが保存されており，どのファイ
ルで生成されたかが記録されているため，どのファ
イルで生成された知識断片がどのファイルで再活用
されたかということが，ログから判断できる．
以上のようなログを収集することで，例えば，「不

用知として削除された知識断片がその後，どのファ
イルに活用されたか」や，「知識断片それぞれについ
て，いくつのファイルで再活用されたか」など，知
識断片の再活用の状況をトラッキングすることがで
きる．そのため，Knowledge ComposTerを用いて
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継続的に創造活動が行われる設定の実験を行うこと
で，創造活動時における知識活用について，明らか
でなかった知見（例えば，再活用されやすい知識断
片の内容の特徴）を得ることが期待できる．

4 議論
4.1 継続的な創造活動を支援できるか
3章で述べたように，Knowledge ComposTerは，

創造活動の種類によって異なるメディアを有するサ
ブシステムが相互に連携し，各サブシステムで外在
化した知識断片を漏れなく収集している．継続的な
創造活動では，人間は異なるメディアを使って複数
のファイルを創造する．例えば，研究活動を行ってい
ると，研究室内や所属部署内などで進捗報告や関連
論文に関する勉強会の資料をプレゼンテーションで
作成することはよくある．その後，研究の成果がま
とまってきたときに，論文にまとめる作業を行う．こ
のようなケースにおいて，Knowledge ComposTer
を使わない場合は，文書作成ツールで論文を執筆
しながら，関連するプレゼンテーションファイルを
開き，内容を再活用することが想定される．一方，
Knowledge ComposTerを使用する場合，ドキュメ
ントサブシステムで文書作成を行いながら適宜イン
ポート画面を開き，過去にプレゼンテーションサブ
システムで作った知識断片のうち，再活用したいも
のを探し出してインポートを行う．この例において，
Knowledge ComposTerを使用していない場合は，
再活用したい内容を含むファイルを探し出す必要が
あるが，Knowledge ComposTerであれば，その内
容をインポート画面で即座に確認することができる．
ここで，従来，Gitによるファイルの差分管理や

FileWeaver[5]のようなファイル管理システムが提
案されており，これらは逐次進捗があるファイル群
の関係性を把握可能とし，継続的な創造活動を支援
する仕組みであると言える．しかしながら，これら
の仕組みであっても，過去の数バージョン前にどの
ような内容が含まれていたかは，そのファイルを直
接参照する必要があり，結局は目的のファイルを探
し出す必要がある．また，これらのファイル管理シス
テムでは，各ファイルの編集中に削除された内容が
記録されることはない．数バージョン先の未来にお
いて，削除された知識断片を活用したいというニー
ズには応えることができない．つまり，これらの仕
組みでは，知識断片の活用機会を失っているかもし
れない．Knowledge ComposTerは，一旦生成され
た知識断片は全て蓄積しており，さらに，バージョン
間の違いによらず，過去の知識断片を一覧表示可能
なことから，従来のファイル管理システムでは難し
かった知識断片の活用に関する要求に応えることが
できる．以上の議論から，Knowledge ComposTer
の仕組みとしては，継続的な創造活動支援が可能で

あると思われる．

4.2 想定される課題
知識断片の再活用において，共通リソースによって

知識断片を一元管理することがメリットであること
を述べた．しかしながら，Knowledge ComposTer
は，現状，知識断片に対する編集・分割・統合を行っ
た場合，それぞれ別の知識断片が生成されたとして，
それらを全て蓄積し，ポータルにて表示する実装を
行っている．そのため，蓄積・表示すべき知識断片
の数が多くなり，活用したい知識断片を探し出すの
が困難になるおそれがある．例えば，本稿第一著者
が，Knowledge ComposTerを使って社内の勉強会
用に作成したプレゼンテーションファイルについて，
スライド 40枚に対して知識断片の数は 121個あっ
た．そして，削除された知識断片は 96個あった．第
一著者は，この資料を作成する際に，あまり試行錯
誤を要さず，一気通貫して資料作成を行ったという
印象を持っているが，このファイル作成時に生成さ
れた全知識断片のうち，削除された知識断片が約 4
割を占めていた．試行錯誤が伴うファイルの作成に
関しては，削除された知識断片の方が数が多くなる
ことも想定される．
このことからも，Knowledge ComposTerに蓄積

される知識断片数が非常に多くなることが考えられ
る．その場合，現状のポータル画面やインポート画
面に表示される知識断片数の数が多くなり，再活用
が阻害される可能性がある．そのため，今後，知識断
片の検索機能や似通った内容の知識断片をまとめて
表示するなどのインタフェースの工夫が必要になっ
てくると思われる．

5 まとめと今後の課題
本稿では，創造活動時に一度でも外在化した知識

断片を漏れなく収集し，かつ新たな創造活動時に過
去に収集した知識断片を再活用可能にすることで，
継続的な創造活動を支援するシステム Knowledge
ComposTerを提案した．創造活動の種類に応じて
適したメディアを相互連携した Knowledge Com-
posTerを使用することで，ユーザは，各メディアに
よって創造活動自体が支援されながら，後に活用可
能な知識断片を自然に収集・蓄積することが可能と
なる．そして，ユーザが新たな創造活動時に蓄積さ
れた知識断片を活用することで，その創造活動が支
援される．
今後は，実証実験を行いながら，創造活動に資す

る知識断片とはどのようなものかを明らかにしてい
くとともに，4章で議論したような，潜在的な課題
を検討し，Knowledge ComposTerを改良すること
で，知識創造と知識活用のサイクルをより円滑にし，
人間の継続的な創造活動を支援するメディアの創造
を目指す．
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未来ビジョン

（この未来ビジョンは，本稿第一著者が見て
いるビジョンです．）

創造活動支援システム研究の方向性として，創
り出すことのハードルを下げるための仕掛け
を考案し，実装・評価するというのが王道では
ないかと思う．一方で，創造活動時の生みの苦
しみは，創造活動のメディアが変わっても, 多
かれ少なかれ存在し続けるのではないかとも
思っている．その苦しみの過程で創り出された
ものは，成果物であろうが，成果物に反映され
ない中間生成物であろうが，せっかく生み出さ
れたのだから余すところなく活用されてほしい
（もったいない！）．その活用を支援すること
で，今は大変でも，いつかは未来の自分を含む
誰かの役に立つはずだと，挫折することなく創
造活動を続ける人が増えてほしいという想い

を持っている（著者がそうありたい）．本研究
のKnowledge ComposTerという名は，知識
を創り出す（Compose）だけでなく，過去の
創り出す過程をたい肥（Compost）に変えて，
創造活動の土壌を豊かにしたいという想いを
込めて名付けた．本稿で実装したKnowledge
ComposTerは完成形ではなく，研究の進展に
よって，適宜改良していく．今後は，創造活動
のドメインを増やす方向と，活用対象者を増
やす方向を検討している．本稿では，文書と
プレゼンテーションの成果物を生み出す環境
を構築したが，音楽やスケッチなどの創造活
動のドメインを増やした場合に，創造活動が
どう変化するのか，もしくはしないのかを明
らかにしていきたい．また，個人だけでなく，
研究室や，組織単位で創造活動のための知識
活用がどのようになっているかをKnowledge
ComposTerを使用することで，明らかにして
いきたい．


